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誰でも三次元の測量ができます！  

～DX を用いた防災力向上等をめざして～ 

 

 

 

●九州地方整備局では、AI を用いた防災力の向上や建設業界の働き方を変える DX に取

り組んでいます。 

●三次元測量は従来の測量と比べ、災害現場等の状況を正確に理解できるため、災害対応、

復旧計画、災害査定、設計、施工等を効率的に行うことが可能です。 

●しかし三次元測量は、特殊な技術を要する、高価な機材（ハードやソフト）が必要、数

日～１週間程度の工期が必要、大量のデータのやり取りが煩雑、等の課題がありました。 

●本研修では、スマホと GNSS（衛星を用いた測量）を用いることで、特別な技術が不

要で、安価に精度の良い三次元測量を行うことが出来ます。 

 

 

１. 研修日時  令和３年１１月１１日（木）１３：００～１７：００ 

＊取材は、１６：００から１７：００といたします。 

 

２. 開催場所  九州技術事務所 研修棟２F OA ルーム 及び 実物大実験堤防 

（福岡県久留米市） 

 

３. 添付資料 

        資料１：ｉ－ｃｏｎ研修概要  

 

４. その他 

１６：００から、講義室に隣接する部屋で本技術についてご説明します。 

（説明者：インフラ DX 推進室 房前建設専門官） 

１６：３０から、実物大実験堤防での測量、講義室での三次元モデル展示、 

受講生への取材を行います。 

 

 

  【問い合わせ先】 

九州地方整備局 企画部 インフラ DX 推進室 

 建設専門官 房前和朋（ふさまえ かずとも）（内線 331７） 

  e-mail：fusamae-k8910@mlit.go.jp 

  TEL（代表）：０９２－４７１－６３３１ FAX：０９２－４７６－３４６５ 

 

 



ｉ－ｃｏｎ研修概要（iPhoneによる点群測量）

〇⾼精度測量（レーザー測量）は、数百万円から数千万円の⾼価な測量機材を必要とする。また
機材が⼤きく重量もあり、三脚に据えることが必要な場合もあるなど取り扱いが難しい。

近年、⾃動⾞やスマートフォン等に⾼精度なレーザー測量装置（LiDARセンサー）搭載され、
低コストで３D計測が可能となってきた。

そこで、スマートフォン（ LiDARセンサー付）と衛星による全世界測位システム（GNSS）の
みで⾼度な３D測量を⾏う試みを実施した。

【LiDARセンサーについて】
レーザー等から光を照射し、対象物に反射して

戻ってくるまでの時間を計測する「ToF（Time of 
Flight）」が普及。「iPhone」 以外にも「Xperia 
1 II」や「Galaxy S20 Ultra 5G」等に採⽤されて
いる。

【本技術の特徴】
測量機器のコストの低減、測量時間の短縮。
従来は2⼈以上を必要としたが１⼈での測量が

可能。技術習得にかかる時間の削減でき、測量
経験の少ない作業員でも⾼精度な測量ができる。

技術提供︓㈱OPTiM

資料ー１

LiDAR イメージ図
株式会社オプティムHPから転載



クラウドによるデータ処理・共有

〇点群データ計測後、ノイズ除去等のデータ処理が必要となる。場合によっては数⽇から１週間
程度の期間と費⽤を要する。クラウドを⽤い、データ処理を⾃動化することで、短期間かつ低価
格で３Dモデルの構築が可能となった。

迅速に点群モデルの作成が可能で、そのままURLで共有でき、データ処理をクラウドで⾏うこ
とで安価なPCでもストレスなく巨⼤なデータを取り扱うことができる。

クラウドを⽤いた点群データ処理例

SCANXのHPより転載

令和２年7⽉豪⾬での災害現場の点群データ

多くの点のデータを用いると、写真のような３Dモデ
ルとなるが、多くの点を処理するための高価なPC
が必要。クラウドを用いることで、高価なPCと同等
以上の処理を安価なPCで実現

災害現場では高性能のPCを持ち込むことや、大量の

データを共有することが困難なケースが多い。クラウ
ドを用いることで、高性能なPC等の機材も不要で、出
来上がった３Dモデルを迅速かつ簡単に共有可能

技術提供︓スキャン･エックス㈱



iPhoneによる点群測量、クラウドによる共有

i-Phoneにて堤防を計測(GNSSで位置情報を取得)

動画をまんべんなく撮影するようなイメージ

計測中のスマホ画面

（青い網掛け部は計測完了範囲）

計測中のスマホ画面

（青い網掛け部は計測完了範囲）

・GNSSを計測範囲の四隅に設置

・GNSS位置を撮影し、座標を計測

・GNSSを計測範囲の四隅に設置

・GNSS位置を撮影し、座標を計測

スマホ：
i‐Phone12Pro

GNSS



iPhoneによる点群測量、クラウドによる共有

九州技術事務所 研修⽤堤防 ｉＰｈｏｎｅによる測量、クラウドによる
オンライン共有画像

九州技術事務所での実証実験では、計測に５分程度（約４０ｍ２）、クラウドへのアップロー
ド、テータ処理、クラウドによる共有に要する時間はあわせて５分程度。動画を撮影する程度の
作業で点群データのオンライン共有が可能であった。
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